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事業対象

事業目的
区民主体の自主的なまちづくりを支援することにより、まちづくりの機運を高め、地域特性を活かした良好な市街地形成や定
住促進、安全で住みよいまちづくりに寄与する。

 [施　　策] 41　地域の特性を活かしたまちづくりの推進 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 要綱 〔法令等名〕 台東区まちづくり相談員派遣要綱、台東区まちづくり活動推進団体補助金交付要綱

長期総合
計画体系

誰もが誇りや憧れを抱く安全安心で快適なまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 まちづくり団体

一般区民、まちづくり団体

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 地区まちづくりの推進
所
管

都市づくり部

計画調整課

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 189 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

区民主体の自主的なまちづくりの支援として、
①建築物の共同化や市街地整備の取組みなどを行うまちづくり団体等に対し、台東区まちづくり相談員派遣要綱における相
談員を派遣し、技術的な支援等を行う。
②まちづくり活動推進団体に対し、活動経費の一部を助成する。

委託の有無 一部委託
委託内容 　 まちづくり相談員派遣業務委託

補助金の有無 なし

 [基本目標]

地区まちづくりの推進

事
務
事
業
の
実
績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

相談員の派遣 団体 5 4 4 2

まちづくり活動経費等の補助 団体

5 40.0%

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度 H30年度

4,334 3,953

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

1 2 50.0%4 2 2

125.0%

84 66 95 69.5%

3,026

成果指標

まちづくり提案
（計画策定・ニュース発行・イベント開催等）

件 5 5 4 5

活動指標

4

まちづくり協議会開催数 回 75 93

192 87 1,041

　総経費 20,385 14,010 16,252

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 16,051 10,056 13,225

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 4,142 3,867 1,986

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　一般財源（区負担額） 20,385 14,010 16,252

課題及び
今後の進め方

都市計画マスタープランに示した区民や企業等、多様な主体が協働してまちづくりを進める方針を推進するためには、
より多くの地域でまちづくり活動を展開する必要がある。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 0 0 0

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

区が支援しているまちづくり協議会は、主体的に到達目標を設定し、その目標達成に向けて継続し
て活動を行っている。多くの協議会は、支援終了後も自主的に活発な活動を行っている。今後は、
区民の自主的なまちづくり活動が低調な地域等において、区民等の参画の仕組み作りや、まちづく
りへの支援・組織化など、実効性のあるまちづくりを推進できるよう、新たな方策を検討していく。

改善

手段の適切性 3 区民が自主的にまちづくりを考え進めていくために、まちづくりの専門家を派遣するなどによる支援を行い、適
切な手段により事業を執行している。

目的達成度 2 今後の良好な市街地の形成に関する取組みから、まちづくりのヒントを地域に提示することで、自主的な活動
を支援できるよう検討していく必要がある。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3 区民が自主的に地区の個性を活かしたまちづくりを進めていくためには、区も側面からその活動を支援してい
くことが重要であり、本事業の必要性は高い。

効率性 3 これまで支援策の見直し等を随時行ってきた結果、様々な地域の区民等による事業の利用があり、自主的な
まちづくり活動が行われている。


